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関係法令
（諮問
法 律
0 児童扶養 手当法の一部を改正する法律陥） 6・ 7
0昭和42年度以後に おける 国家公務員等共
済組合等からの年金の額の改定に 関する
法律等の一部を改正する法律側 6 ・7
0著作 権法の一部を改正する法律問 6・14
0 国家公務員災害補償法の一部を改正する
法律師） 6・1 8
O 国民年金法 及 び、特別児童扶養 手当等の支
給に 関する法律の一部を改正する法律制） 6・1 8
0児童手当法の一部を改正する法律（74) 6・25
（喜賢官
）
政 令
0 国家公 務員等共済組合法施行令 等の一部
を改正する政令 （1 65) 6・ 7
0 国家公務員等共済組合法等に よる年金の
額の改訂に 関する政令 の一部を改正する
政令 （178) 6・1 8
0固有財産法施行令 の一部を改正する政令
(20 2) 6・28
省 令
O 電子郵便の取扱いに 関する省令 の一部を
改正する省令 （郵政50 ) 6 ・ 7
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（
長賢官）
（
長賢官）
0郵便規則の一部を改正する省令（郵政 52) 6・13 O 電子郵便の取扱いに 関する省令第13 条第
0外国郵便規則の一部を改正する省令（郵 3項の印刷物その他の紙片の規格及ぴ様
政53 ) 6 . 24 式を定める件（郵政416 ) 6 . 7 
0 電子郵便の取扱いに 関する省令第13条第
規 則 4 項の通信文用紙及びコンビュータ発信
O人事院規則1 6- 3 （災害を受けた職員の 型 電子郵便封筒の規格及び様式を定める
福祉施設）の一部を改正する規則（人事 件 （郵政41 7 ) 6 . 7 
院16- 3 - 2) 6・21 0無線従事者国家試験 の一部を免除 する学
0人事院規則1 7 - 0 （ 管理職 員等の範囲） 校 等として認定した件 の一部を変更する
の一部を改正する規則（人事院1 7 一0 - 件（郵政448) 6 . 1 4  
2 ) 6・29 0郵便法等の規定に 基づき郵便番号を定め
る件 の表の一部を改正する件（郵政474) 6・25
告 示 0 電気事 業法の規定に 基づく主任 技術者の
0 電子郵便の取扱いに 関する省令第1 2 条及 資格 等に 関する省令 の規定に 基づき 学 校
ぴ第 15条第 l項の郵便局 並びに 第13 条第 を認定した件（通 産25 9) 6 . 26 
2項の地域を定める件 （郵政41 5 ) 6 . 7 
諸
＠掴咽S岨喝e岨沼崎＂＂＂＂＇岨暗
AQ 一品
議
第1回施設整備委員会（ 6 月7 日）
（審識事項）
(1 ）昭和61 年度国立 学 校 施設整備費概算要求に ついて
第1回大学院委員会（ 6 月7 日）
（審議事項）
(1 ）昭和61 年度富山大 学 大 学 院理学研究科 （修士課 程）
及 び 工 学研究科 （修士課 程） 学生募集要項（案）
に ついて
第4回評論会（ 6 月 7 日）
（報告事項）
(1 ）昭和61 年度富山大 学 大 学 院理学研究科 （修士課 程）
及 び 工学研究科 （修士課 程） 学 生募集要項に つい
て
(2）昭和6 0 年度民間 等との共同研究に ついて
(3 ）部局長懇談会 に ついて
(4）学生の動向に ついて
（審議事項）
(1）昭和61 年度概算要求（案）に ついて
(2）昭和6 0 年度 学内 予算 配 分（案）に ついて
(3 ）富山大 学附属図書館 工学部分館の廃止に ついて
第2回入学試験管理委員会（ 6 月10 日）（持ち回り）
（審議事項）
(1 ）昭和61 年度入 学 試験 問題作成主任委員及び同整理
委員に ついて
廃水処理室運営委員会 ・ 同専門委員会合同委員会（ 6 
月11 日）
（審議事項）
(1 ）廃水処理室の運営等に ついて
(2）廃液処理施設に ついて
第1回文化部会（ 6 月11 日）
（審議事項）
(1 ）第3 5 回北陸三県大 学 学生交歓芸術祭に ついて
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第2国学寮補導委員会（ 6月13 日）
（報告 事項）
(1）寮生との「話し合 い」の結果に ついて
（審議事項）
(1）水道料 問題に ついて
第3回大学案内編集委員会（ 6月15 日）
（審議事項）
(1）昭和61年度富山大 学案内の編集に ついて
第1固職業補導担当者会議（ 6月17日）
（審融事項）
(1）昭和60 年度就職 関係 経 費の配 分に ついて
(2 ）全 学就職 説明会 に ついて
第2回附属図書館商議会（ 6月2 1日）
（報告 事項）
(1 ） 第32 回 国立大 学図書館協議会 総会 に ついて
(2 ）昭和60 年度附属図書館運営費に ついて
（審議事項）
(1）昭和60 年度 学生用図書購入費に ついて
(2 ）昭和60 年度参考図書購入費に ついて
(3 ）昭和60 年度基本 図書購入費に ついて
第2回相互乗り入れ等検討小委員会（ 6月2 1日）
（審議事項）
(1） 教 養 部と学 部の相互乗り入れ に ついて
第2回情報処理センター運営委員会（ 6月24 日）
（報告 事項）
(1） 学生実習利用負担金に ついて
(2 ）講演会 に ついて
(3 ） 業務 予 定に ついて
（審議事項）
(1）昭和60 年度運営 予 算（案）に ついて
(2 ）専門委員の推薦に ついて
第3固入学試験管理委員会（ 6月25 日）
（報告 寧項）
学
(1）昭和61年度入 学 試験 問題作成 主任委員 及 び同整理
委員に ついて
(2 ）昭和 61年度富山大学案内の編集に ついて
報 第260号
（審議事項）
(1）昭和61年度富山大学 入 学者選抜方法並ぴに 第2次
の 学力検査 実施 教科・科目に ついて
(2 ）昭和61年度富山大 学入 学者選抜 試験 の選考基準に
ついて
(3 ）富山大 学入 学者選抜健康診断判定基準の一部改正
に ついて
(4 ）昭和61年度富山大 学入 学者選抜に 関する要項に つ
いて
第1回入学者選抜方法研究委員会（ 6月2 5 日）
（審議事項）
(1）入 学者選抜方法の改善に 伴う昭和58年度以降の調
査研究事項 に ついて
(2 ）大 学入 学者選抜方法の改善に 関するアンケートに
ついて
第1固体育施設協議会（ 6月2 7日）
（審議事項）
(1）体育施設の諸 問題に ついて
(2 ） 第3 体育館に ついて
第5回評議会（ 6月28 日）
（報告 事項）
(1）昭和60 年度 国立大 学長会議 及 び 国大協 第76回総会
に ついて
(2 ） 第32 回 国立大 学図書館協議会 総会 に ついて
(3 ）昭和61年度入 学 試験問題作成 主任委員 及 ぴ同整理
委員に ついて
(4 ） 学生の動向に ついて
（審議事項）
(1）富山大 学名誉 教 授称号授与に ついて
(2 ）富山大 学附属図書館 工学 部分館長候補者に ついて
(3 ）昭和61年度富山大 学入 学者選抜に 関する要項（案）
に ついて
第3国学寮補導委員会（ 6月28 日）
（報告 事項）
(1）寮生との「話し合 い」の結果に ついて
（審議事項）
(1）水道料 問題に ついて
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学 事
昭和60年度民間機関等との共同研究について
音E 局 民間機関等 研 究題 目 研究期間 研究経 費
トリチウム科 電離箱材料 に対する トリチウム の
60. 7 13 千円
アロカ株式会 社学 センタ一 吸着（収）一脱離の 挙動 61 3 31 
3, 000 
昭和61年度富山大学 入学 者選抜に関する要項を発表
本 学 は ， 昭和61 年度富山大 学 入学者選抜 に 関する要
項 を7月10 日附 に 次 のとおり発表しました。
これ によると， 昭和60 年度との 主な相違 点は ，
①工学 部の共 通第 1次 学 力試験 の配点を 1,000点から
500 点（各教科 100 点）としたこと。
1. 学部・学科等の内容及び入学定員
み寸込＇：： 部 学 科 ・ 課 程 入学定員
人 文 且寸ιー 科 90 修履
人 文学 部 コ
語 学 文 学 科 80 ス
小学 校 教 員養 成課 程 140 専
教育学 部 中学 校 教 員養 成課 程 50 
攻
教
養 護 学 校 教 員養 成課 程 20 科
幼 稚 園教 員養 成課 程 30 
経 I斉 A寸'ー4・ 科 1 20 
経 済学 部 経 営 与寸とzー． 科 1 20 
経 営 法 学 科 60 
数 Aナ'4 科 40 
物 理 寸A主ゐー 科 40 
理 学 部
化 寸ふ主Z.ー 手ヰ 40 
生 物 寸Aιー 科 30 
地 球 科 学 科 30 
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②理学 部 数 学科 に おいて ，受験科目 数 が変更となった
こと。
なお， 第 2次 の学 力 検査等の 日程， 試験場及 び出願
手続等の 細目を記載した学生募集要項に ついては ， 本
年 1 2月上旬ごろ発表する 予定です。
専攻， 講座又は学 科 目
十
｜
｜
ト
哲
英
人
国
学 文
語
語
，
地 理
日 本
学 ，
史学 文，化
東
人
洋
類学
史学
．
，
言
西
語
洋
学 ，
史学 文，化措
考古
造
学 論， 
英国
文
米
語
学 文，学
朝鮮
文
ド
語
学
イ朝ツ
鮮
語
比
文
較
ド
学
文
イ，ツ 文
中
学
国 語
，
中 国文学 ，
ロシア ロシア ， 学
家
国 語庭 ，
， 社
教
会
育
，
学
数
，
学
教育
，理
心
科
理
，
学
音楽，図画工作，体育，
家
国
庭
語，
，
社
技
会
術
，
，
数 英学 語
， 理科 ，音楽，美 術 ，保健体育，
特殊教育
幼稚園教 育
桂
金
経
経
基
国
礎
清
融
営
営
際
論
学
環
法
取
原 論
，，
境
，
引
論
尉
財
証
法
第
政
産
通
，
，
学 論
法
国
経
，
1際
，
済統
財
経
企
事
営
業
原
計
論
学
会 論
関
，計
，
係
第
経
，
法
一
人
，
事
済
管
，
地
理
間
経
管
理
理
清
会
産
学
計論
史
関
，
，
，
儒
，
経
社
経
経
法
清
会
営
営
，
政
学
工
実
社
策
，
学
務
会
，
， 論
法
．
， 
代
及
数
び
学
電子
及
計
び
算
幾何
機
学 論， 解析学 ， 数 理
統計学 ，応用解析学
団
レ
体
ー
物
ザ
理
一
学
物
，
理学
量子 物理学 ， 結晶物理学 ， 電波物理学 ，
物理化学 ， 構造化学 ， 分析化学 ， 有機化学 ，天然物化学
形態学 ， 生理学 ，細胞生 物学 ， 環境生 物学
地殻構造学 ，地殻進化学 ，陸水学 ，雪氷学
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ρ寸且一． 音日 学科・ 課程 入学定員 専 攻 講 座 又 は 学 科 目
電 気 工 ナ，，＿，＿ん 科 50 電気 理 論， 電気機器学， 電力 工学， 通 信工学，制御工 学
工業 化且寸んー 科 45 有 応
機
用
工
物理
業 化
化
学
学
，
， 環
有 機
境
合
化学
成 化学， 無機工 業 化学，
金 属 ：［： 寸，，.，，ー. 科 40 金 属材料 学， 金 属加工学，鉄冶金学，非鉄冶金学
工学 部 機 械工；主子主． 科 50 材料力学， 機械力学，流体工学， 熱工学，動力 熱工学
生産機 械工学 科 40 切削加工， 工業計調lj，塑性加工，制御機器
化 十A且． 工：主子主 ． 科 40 反応工学，拡散単位操作， 機械的単位操作，輸送現象
電 工主寸主£一． 千斗 40 電
基 礎
子
電
回
子
路
工
工
学
学
， 応用電子 工学， 電子 素子 工学，
共 通 講 ！主 応用物理学， 応用数 学，情報処 理
メ口入 計 1,19 5  
2. 入学者選抜 方法等並びに 第2次 の学力検査実施 教科 ・ 科 目
別表I · I のとおり
3. 学生募集要項 （ 細目）の発表
募集人員， 出願 期日， 第2次 の学力検査等の 実施期日， 試験場等の 細目を記載した学生募集要項 は，
12月上旬頃に 発表の予 定である。
4. 共 通 第1次 学力試験及び 第2次 の 学力 検査の配点
よ議」�
区 分 国圭ロ五口 社会 数 学 理 科 外国語 実検査
技
人 文 寸，，，ー，与 音E
養
小
護
学
学
校
校
教
教
員
員
養
養
成
成
課
課
程程
幼稚園 教 員養 成課程
教育
中
（ 国
学
語
校
，
教
祉
員
会
養
，
成言課動程
学 中i数
学
学
校
，
教
理
員
科
養
，
成
家庭
課
，
程\ 
部 技 術専攻
中
（音
学
楽
校
，
教
美
員
術
養
，
成課程
）
 
保健体育専攻
経 済 ぶ寸坦．ー 部
理数 寸.＞－＂－ー 科
主．主 物化 理 A十ι 科科科
科
Aナ且．
部生地 球 物科学学
工 寸,tlゐー 昔日
5 第2次 募集の配点
学 部 学 科
国
共
第
通第1次 100 100 
2 次 250 
共 通第1次 200 200 
第 2 次 200 
共通第1次 200 200 
第 2 次 400 
共 通第l次 200 200 
第 2 次
共 通 第1次 200 200 
第 2 次
共
第
通 第1次 100 100 
2 次
共通第l次 200 200 
第 2 次
共 通 第1次 200 200 
第 2 次
共
第
通 第1次 100 100 
2 次
共 通 第 1 次 学力試 験
圭ロ五口 f士 � 数 学 理 科
理 学部 物理 学科 200点 200点 400，点 400点
100 100 100 
200 
200 200 200 
200 200 200 
200 200 200 
400 
200 200 200 
400 400 
200 200 200 
400 
100 100 100 
300 300 
200 200 200 
400 
200 200 200 
200 200 
100 100 100 
200 200 
第 2 次 の
外国語 学 力 検査
200点
／／／ 
小 計合 計
500 9 50 450 
1,000 1,400 400 
1,000 1,400 400 
1,000 1,400 400 
1,000 1,400 400 
500 800 300 
1,000 1,400 400 
1,000 
1, 400 
400 
500 9 00 400 
メロ入 言十
1,400点
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別 表I
昭和61年度富山大学
第 2 次 の学力 検 査等 推 薦
選抜
方法等 実 技 検 査等 2 段階 選 抜 入 学定査
員
を
の一部しについ て，主
出な資
身
学料
力検 免除調査書 を
学
学
部 ・
科 名
人 文 学 音E
養
小
幼護
学
稚
学
校
園
校
教
教
教
員
員
員養
養
養
成
成
成 課
謀
課
程
程
程
教
育
中
（
理
英
国
学
科
語
語
校
，
，
専
教
社
草
攻
員
会庭
）
韮，
，
成
数
技
課
学術
程
， ，
且寸ιー
音E 中
（音
学
保楽
校
健，
教
体美
員
術育
養
，専
成
攻
課
）
程
経 済 会寸且ー． 音E
理
主十主ん
苦B
量化生
学
学
科
科
科
科地 球
物
科
学
学
物 理 民寸孟．ー 科
工 Aナu. 音E
の
検
課
第
学
査す
2次
カ
る
を 実
査す
技
を
る
検
課
面接
を行う
。 × × 
。 。 × 
。 × × 
× 。 × 
。 × × 
。 × × 
。 × × 
。 × × 
小
を
論
課
文す
る
× 
× ． 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
主
書
第
の
と
次
内して。 調
共査通駿
格
第
を
1 
容
学
力
と 試
の
成
績に
選
より
l段階の t合更
等
Jr: いその行
者
行
必要に
ヲ
つな
検
い
査
てに
を
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
第l段合階の
選
者数 抜による 格
定対倍率 す
員
に
る その他
検
革
r 1査
次
2
次
学
免
週
す
力
力
除試第
験 を
学
共
謀
を
る
検
第
L
査
2
次学
免
通
力
免
除
力
第試
除
1 ，次
を
学
共を
も
験する
× × × × 
× × × × 
× × × × 
× × 
× × × 。
× × × × 
× × × × 
× × × × 
備 考 l. 調査書に③標示を希望する。 （ 入学者選抜方法の 研究資料として利用するため。 ）
2. 経済学部の推薦 入学 に ついては， 高等学 校の専 門教育 を 主とする学科 （いわゆる 職業科 ）
を昭和6 1年 3月卒業見込み 者の内から 選抜する。 （推薦 人 員は， l 高等学 校に つき 2 名以内
とする。 ）
なお， 小論文作 成のための資料には， 英 文が含ま れる。
また， 推 薦 入学の不合格者は， 一般の入学 志願者として第 2次の学力検査を受 けること
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実
査
実
す
技
る
を
検
課
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
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入学 者選抜方法等
入 ：ふ子と，＿
校長しの推
判
薦
定
に基づき，
学
と
て
する
技
検 査
等
面接
小論文 すを課 その他
を行う る
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
。 。 × 
× × × 
× × × 
× × × 
帰国子女， 社会 人の
ための特別の選抜
推薦入学
募集人
員
帰国 社 会
（又は比率） 子 女 人
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
15 名
× × 
以 内
× × × 
× × × 
× × × 
第 2 次 募
留入
学
保
定し
員
の一部につい てあらか
集
じめこれ
う
を
， これについ て第 2次募
を行
第 2 次力
を検課
の
学
査する
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
実
技
検 査
等
実
査す
技
を
検課 面 接 小
る
を
論
課
文
す
る を行う
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
募 員
第 2 次
は
集
比（率
人
又） 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
10名
× 
集
入
に
が
学
合
行
欠生
次
定
貝ヒ
等
員
た
場 に
集
第
を
2募つ
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
ができる。 ただし， そのためには， あらかじめ， 共 通第 1 次 学力 試験を受験しておく こ と。
詳細に ついては， 12月上旬頃発表予定の学生募集要項を参照のこと。
3. 理学部物理学科 の第 2次募集では， 第 2次の学力検査は行わず， 共 通 第 1次学力 試験，
調査書及び健康診断 を総合して判定する。
備 考
（下記参照）
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君。 表 II
昭和61年度富山大学入学 者選
学部
課
（
程
学科
） 名
・ 教 育 寸，，.，，ー. 部
小
養
学
成
校
課
教
程
員 中学校教員 中学校教員 中学校教員
養 成課程 養 成課程 養 成課程
人 文 学 部 養
員
護
養
学
成
校
課
教
程 （国語 ， 杜 （ 数学， 理 （音楽， 美
経 済 学部
科 会， 英語 専 科， 家庭， 術， 保健体
目
養
幼稚
成
園
課
教
程
員
数 攻） 技術 専攻） 育専攻）
等 出題 受
科
数
験目
出題 受
科
数
験目
出題 受
科
数
験目 出
題 受
科
数
験目 出
題 受
科
数
験目
出題 受
科
数
験目出題教科 ・科目名 科目 科目 科目 科目 科目 科目
国 ロ圭五口 I 。 。 。国1£』 語ロ 2 
国 壬ロ 五 I I  。 。 。 2 
又
代 数 ・ 幾何 。 。 。
2 
基 礎解析 。 �、 。 。2 2 2 
代 数 ・ 幾何
圭ロ
国
五ロ
教
科
教
科 科
教
数 学
基 礎解析 （ 
微分 ・ 積分 品寸
数
且A． 圭ロ
国
五ロ
数
品ナゐ 数学
確率 ・ 統 計
語
外
国
圭ロ
外
国
五口
は
圭口
外
国
五口
2 
物 理 科目
） ） . 1 化 寸品ゐーー
理 科 グ
ちっ〉
グ〉 グ〉
雪
外
ロ
目
五口
科
」白ノ生 物 ちっ ちっ
地 Aナu. 台、 か fp はの
英 語 I I  。 。 。 。 。
英 語II B 。 。 教
干選択斗を斗.J 
0 教科
選択〕
を
。
教
科
選択を
。 科
目
ド
ら 1 ド イ ツ語 。 2 。そ外 国語
朝 鮮圭ロ五 。 グ〉
語
ツ
イ
教
科
択
選
を他は
中国 圭ロ五 。 1 
ロ シ ア言音 。
芸 術 音 楽 実 技 。 。 1 
保 健 美術 実 技 。 1 。 望よιt欠’，； 千の目1 斗
体 育 体 育 実 技 。 。
メロ>.. 計 8 4又は3 9 3 4 2 4 2 1 1 5 2又はl
住課成
。菱
可う
す員も
行
ポ教れ
を。
を国ず
）る
目稚い
体す
科幼盤
立査攻
択び鍵
（検専
。
選及
・
査て育る
は伝
奏絞 曲
検い体す
O課
演・歌
カつ健表
・成
曲管の
囲現に保発
を養
由’
で
範表能び
で
目員
自くま
のび技及項
科教
る除度
で及動術要
い
校よを程
ま）達美集
な学
に器I
度面ぴ
’募
ら議
唱楽楽査松平及楽生
な容養歌和音検の（カ音学は内
’ははは力I査能のの
れの程又器唱能楽検動桜定け査課器楽歌楽立自力運謀予な検成楽
音写
礎成表
し技養
指基養発
験実員①
②員
削引
受の教
教匂
ず部校楽
術育校上
必学学
学月
は育小立日
美休中ロ
。教
市inL
τA
qL 
考備
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抜 学 力検査実施教科 ・科 目
数 学 科
出題 受
科
験目
科目 数
一
。
ト一一一一 2 
。
。
一
。
一 4 
。
一
。
一
一
一
」一一
ド一一一一ーー－
ト一一一｝』←一一一
ト一一ー一一一一一一
一一
6 6 
理 且寸んー
音日
工
十且ι 部
電気工学科
金属工学科
機械工学科
物理学 科 化 学 科 生物 学 科 地球科学科 工業化学科
生
学
産機械工
科
化学工学科
電子工学科
出題 受
科
験目 出題 受科
数
験目 出題 受科
数
験目 出題 受科
数
験目 出題 受科
数
験目
出題 受
科
数
験目
出題 受
科
数
験目
科目 数 科目 科目 科目 科目 科目 科目
一 一 一一 一 一 ト一一一一一一一一 「一一一一一『『ーー
。 。 。 。 。 。 。
2 2 2 2 2 十一一一一一一ーー 2 十一ーー一一ーー 2 。 。 。 。 。 。 。
一 一 ← 一 r-ーーー一一ー ト一一一一一一一一 ー一
一 トー一一一一一一一 ト一一一一一一一ー－ 一 一 一 「一一一一ー
一 ー一一 一 一 ヤ一一一一一～一一一 ト一一一一一一一一 一
。 。 。 。 。一一 トー 一 一 r一一一｝ー～ー一一 ト一一一一一一一一 一
。 。 。 。 。
一 1 ト一一一一 ト一一一一一一一ーザ 1 一 1 一 1 一 1 一 1 
。
。
一 一一
ト一一一一一一一一一 ト一一一白司司ーーーー 一 一
一 一 一 ト一一一一一一一一一
トー一一一一一一一一 ト一一一一ーー一 一 一
一 一 一 ト一一一一一一一一一
一 一 一 一 ト一一一一一 一
ト一一一一一ー一一← 一 一 一 一
3 3 3 3 5 3 5 3 3 3 3 3 4 3 
3. 第2志望の選択
( 1) 教育学部志願者について
第1志望の受験科 目 （実技検査をi除く）が， 他の 課程〉くは専攻の指定す る 科 目 と同じ で
あ る 場合のみ第2志望を 認め る 。
ただし， 中学校教員養成課紅を 第l志望とする者は， 小学校， 養議学校及び幼稚園教員
養成課程を第2志望とす る ことが できない。
(2) 工学部志願者について
ア． 「化学」 で受験す る 者に は ， 工業化学科， 金属工学科／えぴ化学工学科の3学科聞 での
み第2志望を認め る の
イ． 「物理」 で受験す る 者には， 工業化学科を除く6学科にわたり第2志望を 認め る 。
第260号
摘 要
］ 日験号問内に解答させ。
！ 解日験時る間内に答させ。
解
同
「ち確
答
統
車
試
計
さ・
験せ
は
統
時
除
る計。
間
〈
J 
内に
グ〉つ
。
答きせ。
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人 事異動
定＂＂＂町�岨帽€00©
異動区分 発 令 年月 日 氏 名 異動前の所属官 職 異 動 内 容 任命権者
昇 任 60 . 6. 13 大 井 信 一 教授 （工学部） 富山大学長（60.6.13～64.6.1 2) 文部 大臣
60. 7 1 神 前 進 一 講 師（ 人文学部） 助教授 （人文学部） II 
併 任 60 . 6 13 l 大 井 信 一 教授 （ 工学部） 評富議山大員学（6経0営6短. 1期3～大6学4.部6 学12長） ， II 
退 職 II 回 友 道 富山 大学長 昭 満
和
了
6
に
0年
よ
6
り退
月
職
12日
し
限
た
り任期 II 
学 内 諸 報
名誉教授の称号授与
昭 和60年 6 月12日限り任期 満了 に より退 職された柳
田友道前学長に対し， 昭 和60年 6 月28 日 付け で富山 大
学名 誉教授の称号が贈られました。
名誉教授
柳 田 友 道
東京帝国大学卒業
理学博士
昭 和1 5年 3月 東京 帝 国 大学 医学部薬学科 を 卒業後，
同 大学 医学部副手， 同 大学理学部副手， 同学部助手，
千葉 大学 腐敗研究所教授 ， 東京 大学 応用微生物 研究所
教授 を 経て昭 和50年4 月富山 大学 薬学部教授となt)'
同50年10月から同54 年 3月まで富山 大学評議員， また，
同52年4 月から同54 年 3月まで富山 大学薬学部長 を 併
任 され， 同54年4月富山医科 薬科 大学薬学部教授とな
り， 周 年 6 月富山 大学長 に 就任し， 同58 年 6 月再任き
れ同60年 6 月12日限 り任期 満了により退 職された。
富山 大学長就任後， 昭 和39 年以降懸案事項とされて
いた工学部移転問題の解決に尽倖され， これの実現を
図 り， また， このことと関連して浮上した知期高等教
育機関 （ 高 岡 市 ）の設置 を 推進し， 富山 大学知期高等
教 育機関 （ 高岡 ）創設単備調査室長等 を つとめて その
実現に尽力し， 同58 年10月高間短期 大学が創設された。
さらに， ・ 昭 和55年 3 月前学長から受け 継し、だトリチウ
ム科 学センター を 設置し， また， 教育学部附属教育実
践研究指導センターの設置及び計算機センター を 発展
的に改組した情報処理センターの設置等に努力す ると
ともに， 富山 大学と 中華人民共和 国 遼寧 大学との聞に
友好学 術 交流の協定 を 結び， 教官の相互派遣を行い 国
際 交流に努める等富山 大学の充実発展に 大きく貢献さ
れた。
なお， 4 0年聞の長きにわたって一般微生物 学 に関する
特色あ る講義 を 担当し， 幾多の有為な研究者を育てる
等学生の教育に 多 大の業績 を 残され， また， 長年にわた
り微生物 の発育増殖 を 柱とす る研究等 を 行 い ， 富山 大
学長就任後も， 独 自の学 問的体 験 を 基礎に 「微生物科
学 」（ 全五巻） を 刊行 す る等多数の論文等 を 発表し学 界
に 大き な足跡 を 残し さらに， 日本生化学会， 日 本植
物 学会等多数の学会に 所属し， 日 本生化学会では常務
理事 を つとめる等学 術 界に寄与された。
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海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 職 氏 名
理 寸，，，＿ら- 音日 教 授 高 木光司郎
外 国 出張
トリチウム II 渡辺 国昭科 学センター
人 文 学 部 助教授 和田 晴吾
理 会寸且 ，ー 部 教 授 松浦 郁也
海外 研修旅行
教 養 音日 ,, 宇尾 野逸作
渡 航 先 国
アメリカ合衆国
II 
ア イルランド
連合王国，オランダ
ドイツ連邦共和国
イタリア
アメリカ合衆国
目 自ヲ
第 7 回 レ ーザ一分光 国
際会議出席のため
「 核燃焼プラズマ研究
に 必要なP w Iデータ
の収 集と評価 」 ワーク
ショップ出席のため
西北ヨーロッパに お け
る長形墳・円形墳の比
較考古学的研究のため
モリブデンに 関す る国
際会議に おける講演及
び研究調査のため
イースト ・ ウエスト セ
ンター， 文化・コミュ
ニケーション研究所石庁
究員 として「異文化同
化ワークショップ」と
「英語学習円卓 会議」
に おける研究発表と研
究資料収 集のため
期 間
60. 6 23 
60 7. 1 
60. 6. 23 
60. 6 30 
60 6 2 
60. 6 1 8  
60. 6 . 21 
60 7. 21 
60 6 .  24 
60. 7 19 
昭和60年度富山大学公開講座の実施について
全学的講 座として， 「現代史に 学 ぶ（ その2） 」， 「富
山の雪 を 考え る」， 「 21世紀に 向 かつて教 育 を 考え る」，
「 健康・スポーツ教 室（ジョギング・硬式テニス・バド
ミントン）」の4 講座 を ， また， 学部の主催す る講座と
して， 教育学部の「マイクロコンビュータの教育利用－
LOG O を 学 ぶー 」 が実施されることに なりました。
各講座の概要は， 次のとおりです 。
富 山 大 学 公 開 講 座
現代史に学ぶ （その2 ) 
時の 流れは過去， 現代， 未来と続く1 次元1方向性
のものであ るとい う把え方があ る。 私達が未来に つ な
げ る現代 を より有意義に 生きて行く為に は， 近 い 過去で
ある各分 野の現代史に 学 ぶところが多い 。 その意味で
59年度に 取り上げた分 野と違う各分 野の現代史を 考察
す る。
（講座 の 名 称）
現代史に 学 ぶ（その2 ) 
（ 開 設 期 間）
昭和60年10月1 8日幽～11月9 日仕）
（ 開設日数及び時間帯）
10日間， 午後6時～午後 8時
（ ただし， 11月 9日仕）は14�寺～16P寺）
（募 集 人 員）
一般成人 70名 （ 先着順）
（ 会 場）
富山 大学工学部 101講義室
（ 受 講 料）
3,000 円 講習料の分納はできません。 なお，
既納の講習料は還付しません。
（申 込 期 間）
昭和60年 9月17日一10月17日
（申込み ・問合せ先）
愚930 富山市五福3,190 富山 大学庶務部庶務課まで
宮（0764 )4 1-1271 （ 内線 20 5,206 )
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（ 講 座 内 容）
回 数 期 日 講 義 題 目 講 師氏 名 所 属 ・ 職 名
1 10月18日幽 胡麻の現代史 小 林 貞 作 理 寸＂＂らー 苦B 教 授
2 21日（月） 自由社会 と労働法 小 罵 典： 明 経 済 学部助 教 授
3 23 日 制 正義論の系譜 と現代的正義 駒 城 鎮 ー 教 養 部 教 投
4 25 日 幽 中国の現代文学史 三 賓 政 美 人 文 学 部 教 授
5 28 日 （月） 生活にお ける省エネルギー技術 の動向 宮 下 尚 工 学 部 助 教 授
6 30 日 附 過去100年 間に発生した集団ヒステ リーについて 中村 問。 保健管理 センタ一 教授
7 1 1月 1 日 掛 日 本 人 と衣服 松 川三 郎 教 育 学部助 教 授
8 6目。:Kl 磁性の現代史 佐 藤 清 雄 理 学 部 教 授
9 8 日 幽 日 本経 済の現代史 佐 藤 良 一 経営短期 大学部助教授
10 9 日 出 材料科 学にお ける最近の進歩 大 岡 耕 之 工 学 音日 教 授
富山の雪を考える
56, 59豪雪に 続 いて60年にも 大雪に見舞われ ， 雪に
ついての対策 と 研究もまた 本格的な取り組み がはじま
っている が， 大学 内で も これまでの個々の 研究を総合
化しよう とする動き が出てきた。 この公開講座で は そ
の 研究内容 を 中心に報告する と ともに「克雪」 「 富山ま
ちづくり」 を受講者 の皆さん と ともに考えたい。
（ 講 座 の 名 称）
富山の雪を考える
（ 開 設 期 間）
昭和 60年 .10月22 日 ω～12月 10 日 （刈
（ 開設 日 数及び時間帯 ）
15 日 間， 午後6時 ～午後8時
（ 講 座 内 容 ）
回数 期 日 議
1 10月22 日 （火） 北陸の雪
義 題 目
2 24 日 休） 雪の性質 （ 1 ） 雪の利用， 活用の展望
（ 募 集 人 員）
一般成人 70名 （先着順）
（会 場）
富山市市 民学習 センター（ 旧 富山市立 市 民病 院跡）
（ 受 講 料）
4,000円 講習料の分納はできません。 なお ，
既納の講習料は還付しません。
（申 込 期 間）
昭和60年 9月20 日 ～ 10月21 日
（申込み ・ 問合せ先）
�930 富山市五福3,190 富山 大学庶務部庶務課まで
宮 （ 0764)41-1271 （ 内線 205,206)
講 師氏 名 所 属 ・ 職 名
藤 井 日召 一 教 養 部 教 授
封 馬 勝 年 理 学部助 教 授
3 29 日 （火） 雪の性質 （ 2 ） スキー・スケートは何故すべるか II II 
4 31 日 同 なだれ （ 1 ) 中）｜｜ 正 之 理 学 部 教 授
5 11月 5 日 （刈 なだれ （ 2 ) Ill 回 宇目 夫 理 学 部 助 手
6 7 日 休） 実験室公開 （ 於： 富山 大学） 中 川， 封馬， 川田
7 12日（火） 南極の雪氷 Ill 回 宇E 夫 理 学 部 助 手
8 14 日 休） 雪の化学 水 谷 義 彦 理 学 部 教 授
9 19日（刈 雪 と 植物 島 覚 教 養 部 教 授
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回 数 期 日 講 義 題 目 講 師氏 名 所 属・ 職 名
10 11月21 日 休） 企業の雪対策 多 々 静 夫 工 学 部 教 授
11 26 日 （刈 地域社会の変化と雪対策 中藤 康 俊 経 済 学 部 助教授
1 2  28 日 （村 雪国に おける街づくり 賓 清 F圭 教 育 学 部 助教授
13 12月 3 B（刈 雪と条例 萩 野 Jtt 経 済 学 部 助教授
14 5 日 附 富山の都市構造と「克雪」政策 桂 木 健 次 教 養 部 教 授
1 5  10 日 （刈 雪に ついての懇談会 座 長 藤 井 昭
一一
21世紀に向かつて教育を考える
教育の見直し が政府 をはじめ各 界で行われている。
このような時期に 2 1世紀 を指向するため現代の教育 が
どのような問題 を含んでいるか をできるだけ基礎的 に
市 民の皆様と考えたい。
（講 座 の 名 称、）
2 1世紀に向かって教育 を考える
（開 設 期 間 ）
昭和 60年 9月1 8 日 （水）～10月 1 1 日 幽
（開設日 数及び時間帯 ）
10 日 間 ， 午後6時 ～午後8時
（募 集 人 員）
一般成人 70名（先着順）
（講 座 内 容）
回 数 期 日 議 義 題
1 9月 18 日 （水） I 学歴社会から 学習社会へ① 学歴社会の理論と構造
目
2 20 日 幽 ② 現代青少年の意識と問題行動（登 校拒否 ・ 非 行など）
3 25 日 。ド） ③ 学習社会の展開
4 27日 幽 II 文化と教育① 文化と教育
5 30 日 明） ② 教育と文化
6 10月2 日 休） ③ 技術（テク ノ ロジー） と教育
7 4 日 掛 ④ 教育と技術（テク ノ ロジー）
8 7 日 （月） ⑤ 自由と教育
9 9 日 (7J\) ⑥ 教育改革の展望
10 11 日 幽
III 教育 を考える
シンポジュウム
（会 場）
富山 大学教育学部 第 2 講 義室
（受 講 料）
3,000円 講習料の分納はできません 。 なお ，
既納の講 習料は還付しません。
（申 込 期 間 ）
昭和 60年 8月 15 日 ～ 9月1 7日
（申込み・問合せ先）
事930 富山市五福3, 190 富山 大学庶務部庶務課まで
宮 （0 764)41-1 271（内線 205,206 )
講 師氏 名 所 属・ 職 名
山野井 敦 徳 教 育 学 部 助教授
塚 野 一 教 育 学 部 助教授
山野井 敦 徳 教 育 学 部 助教授
観 山 雪 陽 教 養 部 教 授
大 塚 恵 工 学 部 教 授
i:士コe 回 Jlj貢 作 工 学 部 教 授
宮 崎 弘 教 育 学 部 助教授
武 井 勲 経 済 学 部 助教授
屋 敷 平 州、｜ 教 育 学 部 教 授
座 長 大 塚 恵
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健康 ・ スポーツ教室
第260号
市民のスポー ツに対する関心を高め普及するため， ジョギング， 硬式テ ニス， バ ドミントンを選んで、， それぞれ
専門的な理論， 実技の指導を行う。
（ 講 座 の 名称、） 健康 ・ スポーツ教 室
（開設コース ・ 募集人員 ・ 受 講 対象等）
開設コース名 募集人員 受 講 対象者
ジョギ ン グ コ ー ス 20名 一 般 男
イ庸 考
女
硬 式 テ ニ ス コ ー ス 40名 一 般 女 子 テニス シ ューズとボール 2 個持参， ラケットは貸出可
バ ドミントンコース 20名 一般男女 （初心者 ） ラケットは貸出可
（開 設 期 間）
・ジ ョ ギングコース 昭和6 0年 9月1 7日 （刈～10月 4 日（土）の下記日程の9 日 間
・ 硬式テ ニスコース 昭和6 0年 8月22 日 嗣～8月26日 （月）の下記日程の5 日 間
・バドミントンコース 昭和6 0年 9月 17日 （刈～9月25日 （水）の下記日程の 7 日 間
（日程 ・ 開 講時間）
ジョギングコース
8/22附 23 （剣 24 l士） 25 （日） 26 （月）
9 : 00～13: oo I 9 : 00～13: oo I 9 : oo～13 : 00 I 9 : oo～ 1 3 :  oo I 9 : oo～13 : 00 
ノ
て
ドミントン
コー
ス
（会 場）
・ ジ ョ ギングコース
．硬式テ ニスコース
・ バドミントンコース
（受 講 料）
（申 込 期 間）
（申込み ・ 問合せ先）
（ 講 座 内 容）
4時間 ｜ 4時間 ｜ 4時間 ｜ 4時間 ｜ 4時間
富山 大学グラウンド （雨天の場合は第 l体育館）
富山 大学 テニスコート （雨天の場合は第 2体育館）
富山 大学 第 l体育館
3,000円 講 習料の分納はできません。 なお， 既納の講習料は還付しません。
昭和60年 7月22 日 ～8月21日
（ただし， ジ ョ ギングコース及びバ ドミントンコースは， 9月1 4日まで受 け付ける）
事930 富山市五福3,190 富山 大学庶務部庶務 課まで ft(076 4) 41 -1271 （内線205,206) 
｜ジョギングコース｜ 教育学部 教 授 山地啓司
ウォーミングアップの方法， ト レーニング方法とスケジュールの作り方， 走り方， コースの選定法， シューズの
選び 方， レースへの参加と準備の進め方等に つい て
｜硬式テニスコース｜ 教育学部 助教授 山下三郎 教養部 助教授 北村潔和
体 力診断及び体 力 増進法， ストロボ等による技術 診断， 実技では各種ストローク， サーブ， ボ レ ー， スマッ シ ュ
等の基礎技術 とゲームの進め方
｜バドミントンコース｜教養部 助教授 福田明夫
教育学部 助教授 西川友之
バドミントンを始めるための知識， フライトと基本ストローク ・ シ ョ ット， 構えとフット ・ ワーク， ゲームの進
め方と審判． 勝つための理論と戦法， ト レ ーニングとプログラム
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富山大学教育学部公開講座
マイクロコンビュータの教育利用
一一 LOGOを学ぶ一一
近年， 情報化社会 が進展し ， 学 校教育に おいてもマ イクロコンビュータの普及 が急速な勢いで進んできておりま
す。 このような状況をふまえ， この度， 富山 大学教育学部では， 小・ 中学 校の先生方を対象に 「マイクロコンビュ
ータの教育利用一LOG Oを学ぶ」 という公開講座を聞きます。 本 講座は ， 教育用コンビュータ言語として注目 を
集めているLOG O言語に ついて学び， 具体 的な教材作成技法を修得するとともに ， その望ましい活用方法， 新し
いコンビュータ利用教育の可能性などに ついて考えていこう というものです 。 プログラミングに 関する知識はまっ
たく必要あ りません。 マイクロコンビュータの教育利用に関心のある諸先生方の多 数の参加を期待いたします。
記
講 座の 名称、
開 設 期 間
募 集 人 員
会議
場
師
日 平呈
受 講 料
受 講 申 込 み
問 合 せ 先
マイクロコンビュータの教育利用 一一LOG Oを学ぶ一一
昭和6 0年 8月初 日 （月）～ 8月28臼 （羽
小・ 中学 校の現職教諭 40名（先着順）
富山 大学教育学部附属教育実践研究指導センター（富山駅よりノ〈ス又は電車で15分， 駐車場有）
富山 大学教育学部 助教授 山西潤ー
月 日 時 間 内 ，廿'"'=" 
8月26日 （月） 午目lj 9時～午後4時 ·LOG Oとは，
·LOG Oプログラミング入門（I ) 
一手続きを作る一
·LOG Oを生かした教材開発（I ) 
8月27日 （火） 午則9時～午後4時 ·LOG Oプログラミング入門（II ) 
リスト処理一
·LOG Oを生かした教材開発（II ) 
8月28 B (7j() 午前 9時～ 正午 ·LOG Oを使った新しい教育の可能性
2,500円（受 講 料の分納はできません 。 なお， 既納の受 講 料は還付しません。）
受 講希望者は受 講届けを8月10日（土）まで に 下記教育実践研究指導センターあて郵送下さい。
希望者 多 数の場合は受 講届けをコピーして使用下さい。
干 930 富山市五福 3 1 9 0 
富山 大学教育学部
附属教育実践研究指導センター
公開 講座 係
向 上 教育実践研究指導センター 山西まで
宮 076 4  41-127 1 内線542, 540 
なお， 上記不在の場合は， 教育学部庶務係 内線362, 363へ照合ください。
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田村科学技術振興財団からの助成金について
この たび， 田村科 学技術 振興財団 の 研究助成金として， 本学関係では次のとお り採択され各 研究者に贈呈きれま
した。
（ 研究助成）
学 部 ｜ 職 氏 名 研 究 題 目
町
一 町
一 叩
理 学 部 ｜ 教 授 ｜ 小 黒 千 足 ｜ 両生類カルシトニン の 単離， 構造決定及び活性
教養部 ｜ 講 師 ｜ 小柳 津 広 志 ｜ 坑生物質を生産するMyx oba伽i a の分離と 検 索
（外 国 人研究者 の 招へい）
氏
（ 所属機関 等
名
） 受 入れ担当教官 研 究 題 目 助 成金
（
劉
遼
中
寧
華
大
人
栄
学
民共
・
和
講
坤
国
師） 
理学部・助教授 大気汚染 に よる 植物 の 傷害 に関する 研究 40 万円井 上 弘
（海外 派遣）
三
$
下 職 ｜ 氏 名 ｜ 渡 航 先 ｜ 目 的 ｜ 助成金
理学部 ｜ 教 授 ｜ 高 木 光司 郎 ｜ 中 華人民共和国｜ 遼 寧大学におけるレー ザ ー 物理学の 研究 1 20 万円
工学部 ｜ 助教授 ｜ 坂 井 純 一 ｜ ソビエト連邦 ｜ 第3回宇宙プラズマ物理学国際研究集 会 I 20 万円
職員 消息
〈改 姓〉
人文学部・理学部
事務補佐買 中 三川異知子
（ 旧姓 西国）
教養部
事務補佐員 藤田 淳子
（ 旧姓 高瀬）
工学 部
文部技官 高村 浩之
《住所変更〉
人文学部・理学部
事務補佐員 中 三川異知子
教養部
事務補佐員 藤田 淳子
教育学部
講 師 高橋 春成
ハhu
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主 要 行 事
本 部
6 月 2 日 第 9 回体育祭
3 日 国立 大学協会理事会 （於 国 立 大学協会）
第42 回国立 大学学生部次長協議会
（於 東京工業 大学）
当初予算配分 に係る事前説明会
4 日 国立 大学学 生部次 長 ・ 課長・国 立高等専 門
学 校学 生課長会議
（於 東 京 医科歯科 大学）
4 ～5 日 概算要求 ヒ ア リング
5 日 定期健康診断 （工学部 （ 高 岡地区） の全職
員） （ 内科 検診， 尿， 血圧測定）
5 ～ 6 日 施設担当部課長会議
（於 東 京 医科 歯科 大学）
5 ～7日 国立 大学 入学者 選抜 研究連絡協議会第 6 回
大会 （於 電気通信 大学）
6 ～7日 留 学生交流 研究協議会 （於 岐阜市）
7日 第 1 回摘設整備委員会
第 1 回 大学 院委員会
第 4 回 評議会
定期健康診断 （ 人文学部， 理学部の男子 職
員） （ 内科 検診， 尿， 血圧測定）
文部省北陸地区共 同 事 業体育 大会運営委員
会 （於 金沢 大学 ）
10日 第 2 回 入学試験管理委員 会 （持 ち 回 り）
1 1日 廃 水処理室運営委員会 ・ 同専 門 委員 会合 同
委員会
第 1 回 文化部会
第29田 中部地 区学生補導厚生 研究会東海 ・
北陸地区 研修会運営委員会
（於 富山医科 薬科 大学）
1 1～12日 国立学校及び 所轄 機関 等庶務部課長会議
（於 東 京 医科 歯科 大学）
13日 第 2 回学寮補導委員会
14日 定期健康診断 （教育学部， 経済学部の男子
職員 （ 内科 検診， 尿 ， 血圧測定）
東海 ・ 北 陸地区国立 大学学 生部次 長 ・ 課長
会議 （於 名古屋 大学）
15日 第 3 回大学案内編集委 員会
17日 部課長会議
第 1 回職業補導担 当者 会議
18日 第25 回 国立短期大学協会定期総会
（於 東 京農林年金会館）
19日 文部省共 済組合 主管課長会議
（於 青山会館）
全学就職説明会
定期健康診断 （工学部 （高岡地区） の全職
員） （ 内科 検診， 原， 血圧測定）
19～20日 国立 大学協会第76 回総会
（於 国立教育会館）
21日 国立 大学長会議 （於 国立教育会館）
第 2 回相互乗り 入れ等検討小委員会
庶務係長会議
22 日 国立 大学協会第43回事務 連絡会議
（於 東 京 医科 歯科 大学）
24日 第 2 回 情報処理 センター運営委員会
25日 第 3 回 入 学試験管理委員会
第 1 回 入学者 選抜方法 研究委員会
27日 第 l 固体育施設協議会
第 2 回会計係長会議
定期健康診断 （工学部（五福地区）， 教 養部
の男子 職 員 ） （ 内科 検診， 尿， 血圧測 定）
28日 第 5 回 評議会
第 3 回 学 寮補導委員会
人 文 学 部
6 月 5 日 大学 院設置推進委員 会
教授会
人事教授会
7日 職 員 定期健康診断
12日 人事教授会
コース代表者 会議
7月
26～ 5 日 コース別 オ リエ ン テ ーシ ョ ン
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29 白 紀要委員会
教 育 学 部
学
6月 6 日 日 本教育 大学協会第二部会理事 会及び 評議
員 会 （ 於 東京学芸 大学）
7 日 日 本教育 大学協会代議員 会
（ 於 湯 島会館「東京 ガー デンパ レ ス」）
10 日 富山 大学教 務 委員会教 職科目 専門 委員会
12 日 予算委員会
13～ 14 日 昭 和60年度春季全国 国立 大学教育学部長会
議 （ 於 長野県山ノ 内町）
14 日 附属 中学 校教育 研究協議会
職員 定期健康診断
17 日 紀要編集委員会
18 日 学部将来計画委員会
学部補導委 員 会
1 9 日 学部教 務 委員 会
教授会
人事 教授会
6月 5 日 学生定期健康診断
12 日 学部教 務 委員 会
各種委員選考委員会
教 授会
14 日 学部将来構想検討委員会
職員 定期健康診断
17 日 財務 委 員 会
20～21 日 昭 和60年度春季国立11 大学経 済 ・ 経営学部
長及び事務 長会議
（ 於 長崎 大学）
21 日 学部将来構想検討委員会
24 日 日 本海経済 研究所運営委員 会
財務 委員会
25 日 学部将来構想検討委員 会
26 日 学部教 務 委員 会
報 第260号
6月 7 日 職員 定期健康診断
12 日 ガラス工作室運営委員会
19 日 人事教授会
26 日 立山 研究室運営委員 会
学科 主任会議
工 学 部
6月 5 日 工学 研究科 委員会
選考委員 会
学部教 務 委員 会
職員 定期健康診断 （ 高岡地区）
6 ～ 7 日 中部圏 国立 大学工学 系事務 協議会
（ 於 岐阜 大学）
12 日 北陸信越工業教育協会富山県支部幹事会
18 日 係長連絡会
19 日 職員 定期健康診断 （ 高岡 地区）
20 日 北陸信越工学部長 懇談会
20～21 日 北陸信越工業教育協会理事会 ・ 評議員会及
ぴ通常総会
27 日 職員 定期健康診断 （五福地区）
教 養 部
6月1 1 日 講 演会
演 題 ： 深まる核危 機 を前に して
講 師 ： 具島 兼三郎氏
（ 九州 大学名 誉教授， 前長崎 大学長）
12 日 視聴覚教育委員会
予算委員会
学生定期健康診断
19 日 推薦委員会
人事 教授会
教授会
26 日 教授会
人事 教授会 人事教授会
教授会 親和会総会
27日 職員 定期健康診断
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l 保健管理セ ン ター
6 月 5 日 学生定期健康診断（経済学部）
7 日 職員 定期健康診断
12 日 学生定期健康診断（教 養部）
14 日 職員 定期健康診断
26 日 健康相談（眼科 ）
27 日 X 線直接撮影
職員 定期健康診断
28日 健康相談（耳鼻科 ）
｜ 附 属 図 書 館 ｜
6 月10 日 係長事務 打合 せ
13 ～14 日 第3 2 回国立大学図書館協議会総会
（於 名古屋市 中小企業振興会館）
19 日 富士通 S E との打合せ
21 日 第 2 回 附属図書館商議会
ト リ チ ウム科学 セ ン タ ー
6 月 5 日 放射線作業従事者 健康診断
（於 富山市民病 院） 経営短期大学部
6 月13 日 奨学生選考委員会
18日 国立短期大学協会定期総会
（於 東京農林年金会館）
20 日 教授会
＠ 構内での自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究に支障を
来 さ な い よ う 安全運転に努め定め ら れた 交通方法，
歩行者の安全及び騒音防止に努め ま し ょ う ．グ
＠ 退斤， 退室の際には， 戸締 り の徹底 ・ 電気， ガ ス
の消 し 忘れ， タバ コ の吸般の後始末に十分注意 し ，
盗難の防止 ・ 火 災の予防に心がけ ま し ょ う ．グ
＠ 電気， ガ ス ， 水の省 エ ネ ・ 省資源に協力 し ま し ょ
う ．グ
Qd 
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